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鉄骨造などでは床荷重を負担させない小梁を、横補剛や捩れ

変形防止等の目的で配置する場合があります。

横補剛に考慮する火打梁を例に、二重スラブの機能を使って、

床荷重を負担しない小梁の入力方法を紹介します。

はじめに

床荷重を負担しない小梁の入力方法
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1.基本事項

[2.基本事項-2.二重スラブの有無] を選択します。

床荷重を負担しない小梁がある
層について、二重スラブの
チェックをいれます。

入力① 二重スラブの有無の指定

床荷重を負担しない小梁の入力方法
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床荷重を負担する通常の小梁と床を二重スラブの上側に配

置します。

入力② 二重スラブ上側の配置

床荷重を負担しない小梁の入力方法
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床荷重を負担しない小梁を二重スラブ下側に配置します。

１次小梁は床荷重を負担し、２次小梁は床荷重を負担しない場合は、

１次小梁を大梁配置して対応してください。

火打梁は小梁
を45度の角度
で配置します。

入力③ 二重スラブ下側の配置

床荷重を負担しない小梁の入力方法
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上側に配置した床の荷重は、上側に配置した小梁と大梁に

負担されます。下側に配置した小梁には負担されません。

計算結果① 床割図

床荷重を負担しない小梁の入力方法

火打梁を上側に配置すると、
火打梁も床の荷重を負担し
てしまいます。
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下側に配置した小梁の自重は考慮されます。

下側の小梁（火打梁）がないとき

下側の小梁（火打梁）があるとき

床自重（D.L）には、小梁自重も含めて出力されます。

床自重（D.L）が、366.7kN → 369.3kN に、2.6kN（火打梁１本あたり0.65kN）増加しています。

計算結果② 地震用重量（小梁自重）

床荷重を負担しない小梁の入力方法
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横補剛の位置は上側と下側の両方の小梁が考慮されます。

二重スラブの上側 二重スラブの下側

     V : 横補剛位置

計算結果③ 横補剛

床荷重を負担しない小梁の入力方法
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横補剛は断面算定でも考慮されます。

下側の小梁（火打梁）がないとき

下側の小梁（火打梁）があるとき

         この例では、主として梁端部に近い部分に横補剛を設ける方法で保有耐力横補剛を満足するようになりました。

計算結果④ 断面算定結果

床荷重を負担しない小梁の入力方法
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二重スラブの機能を使って、床荷重を負担しない小梁の入力

方法を紹介しました。

『SS7』では、二重スラブを最下層の接地面に限らず、一般

の層にも使用できます。『SS7』の機能を柔軟にご利用して

いただければと思います。

まとめ

床荷重を負担しない小梁の入力方法
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